
　スミダコーポレーションは、車
載用コイルを重点事業の一つに掲
げ、CASE（コネクテッド、オートノマス、
シェアード＆サービス、エレクトリック）な
どの自動車メガトレンドに対応し
た製品を相次いで市場投入してい
る。
　同社は、車載用の回転角センサ
ー「ロータポジションセンサ（RPS）」
を開発した。渦電流RPS技術を採
用しているため、通常のレゾルバ
と比較し、角度センシングの測定
精度に優れ、取り付けも容易に行
える。
　特徴は、渦電流方式インダクテ
ィブ技術を採用、軽量・コンパク
ト設計、磁場の影響を受けにくい、
過酷な環境下における高信頼性、
幅広い実装公差を実現、差動モー
ド信号出力、アナログSIN・COS
信号出力、自己監視システム搭載、
幅広い極対数への対応が可能、高
速回転対応可など。車載グレード
のAEC-Q100／Q200準拠。機能安
全規格ISO26262準拠ASIL-C（D）
の高信頼製品。

　同社のロータポジションセンサ
は、ラインアップの中でも最高精
度を持つ全周囲センサーのスルー
シャフトタイプで、センサーの備
わるコイル構造を改良したことで、
センサーの大幅なコストダウンが
可能となった。精度は電気角で0.2
度el.rmsを達成し、最大回転速度
は45万rpmまで対応可能。
　アプリケーションは、同期モー
ター用ロータポジション検出、HEV
／EVドライブシステムなど。
　このほか、AEC-Q200準拠車載
メタルインダクターのラインアッ
プを充実させているほか、ゲート
電源用絶縁トランス、オンボード
チャージャー用トランス、高耐圧
低背パルストランス、インターリ
ーブ用磁気結合リアクトル、フィ
ルターモジュール、ワイヤレス給
電コイルユニットなど多彩な製品
を展開している。
　同社は「人とくるまのテクノロ
ジー展2026 YOKOHAMA」に出展
し、最新の車載用製品・技術を紹
介する。

　ケルは、自動車の技術進化に向
けた製品開発を強化している。同
社は「人とくるまのテクノロジー
展2026 YOKOHAMA」に出展し、
「高速通信」「ハイパワー」をテー
マに駆動系や制御系の各種アプリ
ケーションに向けた製品提案を行
う。
　高速通信対応では、開発中の0.5 
mmピッチ・スタック接続用コネ
クター「JIシリーズ」を出品する。
統合ECUやHPC（ハイパフォーマンスコ
ンピューター）などの用途に向け開発
を進めている高速伝送用コネクタ
ーで、伝送特性はスタックでPCIe 
5.0に相当する。極数は20～200極。
スタック高さ10～35mm。電源端
子はなし、または4ピン。フロー
ティング量は最大X、Y±1.2mm。
電流容量は1ピン当たり6A（電源）。
使用温度範囲－40～＋125℃とな
っている。
　ハイパワー対応では、開発中
の大電流バッテリー用コネクタ
ー（大電流ドロワーコネクター）「FGシリ
ーズ」を紹介する。大電流を伴

う設備のバッテリーと本体の接
続に向けた製品で、信号端子は
2点接触、電源用端子は8点接触
による高い接触信頼性。電源用
端子は1端子につき40～50Aの対
応を予定している。極数は電源
用端子2極、信号用端子6極を予
定。X方向に±3.5mm、Y方向に±
2.8mmの誘い込み機構を搭載。プ
ラグ側コネクターのねじ止め部
分の可動により最大XY方向±0.7 
mm吸収が可能となった。
　FGシリーズは今年6月の販売開
始を予定し、小型電動モビリティ
ーなどの本体とバッテリーの接続
用圧着ケーブルコネクターとして
提案する。
　このほか、フローティングコ
ネクターの「DTシリーズ」や
電源端子付き「DT-Eシリーズ」、
1.5mmピッチ・ドロワーコネク
ター「FASシリーズ」、インパネ周
りなど映像機器接続用途で引き合
いが増加している0.4mmピッチ
細線同軸コネクター「ASLSシリ
ーズ」など多彩な製品を紹介する。
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